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降雨の遮断と土壌の保水により洪水を緩和
樹木が根を張ることで土砂災害を軽減

雨水を地下に浸透させることで洪水を緩和

雨水を貯留することにより洪水を緩和

雨水の貯留浸透により洪水を緩和

風水害等から民家を守る

雨水貯留に加えて、法面が安定することで斜面崩壊を防止

河川の氾濫時に水の流れを弱める
とともに流木等を捕捉し被害を軽減

降雨の遮断と雨水の貯留・浸透により
河川や下水道への流出を抑制

増水時に堤内地に湛水するしくみで、
下流部の氾濫抑制などの効果を発揮する

谷状の地形であり、下流側に
堰を設けること等で氾濫水を貯留

海風を弱めて民家等を潮風害から守る

砂が堆積して形成された地形であり、
高波等の影響を軽減

波を砕く効果により高波の影響を軽減

河口部に生育し、高波等の影響を軽減

サンゴ礁により形成された
浅瀬が高波の影響を軽減

崩れた土砂を受け止める

雨水を貯留し洪水を緩和

水田からの排水量を調整し、
雨水を更に貯留

雨水の貯留浸透により洪水を緩和

出水時に湛水し下流部での氾濫を抑制
雨水が貯留・浸透しやすい
庭や敷地を作り、洪水を緩和

海岸域に浅瀬を形成し、
高波等の影響を軽減

河口部に育成し、高波等の影響を軽減

本土への高波等の影響を軽減

防災・減災機能をもつ自然環境防災・減災機能をもつ自然環境

自然環境を活用した防災・減災技術自然環境を活用した防災・減災技術
（本来は防災・減災を目的としていないが、（本来は防災・減災を目的としていないが、
  人為的な工夫により防災・減災機能も有するものも含む）  人為的な工夫により防災・減災機能も有するものも含む）

E c o - D R R ： 生 態 系 を 活 用 し た 防 災 ・ 減 災
（ EcoEcosystem-based Disaster Risk Reduction ）

わたしたちは身近にある様々な自然環境に守られながら暮らしています。

豪雨災害分野における適応アクションプランを策定しました豪雨災害分野における適応アクションプランを策定しました豪雨災害分野における適応アクションプランを策定しました Eco-DRR ランドスケープについてEco-DRR ランドスケープについてEco-DRR ランドスケープについて

詳しくはこちらで検索

https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/action_plan/index.html

Eco-DRR カルテを作成しましたEco-DRR カルテを作成しましたEco-DRR カルテを作成しました

あなたの周りにはどのような Eco-DRR があるでしょうか？

気候変動適応 広域アクションプラン

気候変動適応九州・沖縄広域協議会では、今後も激甚化が想定される豪雨災害への適
応策として、Eco-DRR の考え方を主軸とした「豪雨災害分野における適応アクショ
ンプラン」を策定し、地方公共団体による一体的な取組を推進することとしています。

アクションプランの推進に向けて、県単位の Eco-DRR に関する情報を概括的にとり
まとめた「Eco-DRR カルテ」などを作成し、それらを活用した現地視察会・勉強会
の開催を通じて、地方公共団体におけるグリーンインフラ・Eco-DRR の推進を支援
しました。

このイラストは、アクションプランを策定する
上で、Eco-DRR の考え方や具体的事例を地方
公共団体や地域住民にわかり易く発信するた
め、九州・沖縄地域における Eco-DRR 事例を
調査・収集し、作成したものです。

これらの作業は 「気候変動適応における広域アクションプラン策定事業 （令和２年度～令和４年度）」 の一環として環境省から業務を請負い、 実施しました。

また、古くから続く自然を活用した防災・減災技術も様々な場所に残っています。

気候変動適応に向けた九州 ・ 沖縄地域での取組

九州 ・ 沖縄地域における Eco-DRR ランドスケープ


